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【研究の背景・目的】 

 塩基配列以外の形で遺伝子のON/OFF情報が分

裂後の細胞に継承される「エピジェネティック」

な制御は個体発生、老化、癌形成などの重要な生

命現象に関与する。近年この分野が爆発的に進展

しているのは、モデル生物を用いた分子遺伝学的

アプローチの貢献が大きい。さらに、エピジェネ

ティックな修飾の実体である DNA のメチル化や

染色体蛋白質の変化をゲノムレベルで調べる「エ

ピゲノム」解析の手法が研究を加速している。 

 一方、私達の結果を含めた最近の知見は、エピ

ジェネティックな制御が、染色体挙動やゲノム進

化にも貢献し、反復配列がその主要な標的になり

うることを示している。また、反復配列の中には

環境条件の変化に応答するものがあるが、この興

味深い現象の機構や進化におけるインパクトはほ

とんど探索されていない。反復配列は、ゲノム構

造安定性に対する脅威であるだけでなく、インプ

リンティングや生殖、個体発生などの高次機能に

も関与するため、その生物学的重要性が近年再認

識されている。本課題では、シロイヌナズナの分

子遺伝学とゲノミクスを用いて、反復配列に DNA

メチル化が限局される機構と、ゲノムレベルでの

反復配列動態の制御機構を解明する。シロイヌナ

ズナの利点を生かした独自の実験系を用いて、他

の生物にまで保存された分子機構を解明する。 

 

【研究の方法】 

（１）「全ゲノムレベルでのトランスポゾン動態

の理解」タイリングアレイを用いてゲノムレベ

ルでトランスポゾンのコピー数と修飾を調べる

ことにより、環境因子（外来因子）とエピジェ

ネティック制御との関連という未開拓の問題を

理解する。全ゲノムレベルで調べることにより、

挙動の違うトランスポゾン間の相互作用を探索

する。また、シロイヌナズナの種内野生系統や

同属近縁種を用いることで、自然集団中でのト

ランスポゾンの挙動とゲノム進化をエピジェネ

ティック制御の文脈で理解する。さらに、エピ

ジェネティックな因子の突然変異体を用いるこ 

とで、その分子機構を遺伝学的に解明する。 

（２）「遺伝子から DNA メチル化を排除して反復

配列と区別する機構」 DNA メチル化はトランス

ポゾン抑制によってゲノム安定化に貢献する。

一方、遺伝子をメチル化しないためには、jmjC 

蛋白質である IBM1が必要である。ただし、この

蛋白質がトランスポゾンと遺伝子とを区別する

機構は未知である。この機構へのアプローチと

して、この経路で正や負にはたらく突然変異体

を用いた遺伝解析とエピゲノム解析により情報

の流れを知る。 
 

【期待される成果と意義】 
トランスポゾンの挙動とゲノム進化の分子機

構をエピジェネティック制御の文脈で理解する。
また、遺伝子やトランスポゾンに特有のエピジェ
ネティックな修飾パターンができあがる機構を
理解する。 
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